
申込用紙は裏面へ ※席数に限りがあり、先着順とさせていただきます。 お早めにお申し込み下さい。

　9月に引き続き、11月の人事実践セミナーも「若手社員」をテーマに取り上げます。
　一人前に育つ前に、苦労して採用した貴重な若手社員が辞めてしまうことは何としても防ぎたいが、果たして受け入れる企業側に何か根本的に間違って
いることはないのか。人材の争奪戦は、大企業から中小企業、また全産業に及び、若手に限らず多様な社員の採用・定着・育成は、人事部門最大の課題に
なって来ました。今回のセミナーでは少し視点を変え、参加者同士の情報交換を織り交ぜながら、若手人材の定着に向けて必要なことは何かを考えてみたい
と思います。採用担当・教育担当をはじめ、若手社員と接点を持つ人事・教育部門の皆様のご参加を心よりお待ちしております。
　参加を希望される方は、裏面の申込書に必要事項を記載の上、お申込み下さい（入会金・年会費・イベント参加費無料）。

人事の実務的・実践的な課題解決にフォーカスした

のご案内人事実践セミナー  

2017年11月次プログラムのご紹介

　1980年コンサルタント会社入社。組織開発と経営幹部養成コースの開発・運営に取り組む。1990年代初頭まで管理者の能力開発に取り組み、その後10年ほどは、世の中に管
理職が経営職になるための教育がほとんどないことに着目し、経営者養成コースの開発・実施に取り組む。
　2006年に前職を辞し、翌年、株式会社ドラゴン・ラボラトリーズを設立。
　「世代交代期の組織開発」に焦点を当て活動する中、文科省の「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）」を始め、青少年の職業教育に関わったことを契機に、大学で
も教鞭をとるようになり、さらに2011年よりボランティアで大卒無職の若者達のキャリア支援を始める。
　企業内では内定者から入社１年目の育成定着化に焦点を当て、大学ではビジネススキルを教え、また就職できなかった若者のキャリア支援を行うことで、三方向から若年世代
と関わり、彼らの潜在能力の高さや、育成・活用の難しさ、そして可能性の高さを日々実感。
　2008年より千葉商科大学客員講師としてベンチャービジネス論を担当。2014年より一般社団法人キャリアメンターネットワーク専務理事（現職）。

　昨今、人材争奪戦が激化し、2017年7月の有効求人倍率は1.52と、バブル期を抜き43年ぶりの高水準となりました。また、正社員の有効求人倍率も1.01と、調査開始以来初の1
倍超えを記録しました。
　新卒にも異変が起きつつあります。これまでも若手人材のメンタリティは、就活時が売り手市場か、買い手市場かに影響されると言われ、その最大の失敗が「バブル社員（88年
～92年入社）」とされてきました。「ゆとり社員」の場合は教育が原因ですが、「バブル社員」の時代はその前後と教育は何ら変わっていませんので、受入側企業の対応の問題かと
推測できます。
　さて2017年度の新入社員の各種意識調査を見ると、四半世紀前のバブル社員と酷似した傾向を示しており、受入側が同じ失敗を繰り返す可能性が危惧されています。
　しかしながら、バブル当時と決定的に違う条件が二つあります。
　一つは転職の容易性です。スマホで検索すれば適職から平均年収まですぐに調べられる時代にあって、全業種平均での大卒新入社員の3年以内退職率は32％と、1／3に迫っ
ています。
　二つ目がインターネットの影響です。新入社員はLINE、SNS、twitter等を使い分け、企業以外に様々な情報ソースや相談相手を持ち、同時に疑問や不満を世界に発信できます。
スマホネイティブである彼らは、それ以前の世代とコミュニケーションスタイルやスキルが全く違うため、多くの問題が発生していますが、これは人事・採用部門だけで解決できる
問題ではなく、受入側企業全体を巻き込んだ抜本的対策が急務です。
　こうした現実を踏まえ、今回のセミナーが、他社の皆様との情報交換も含め、若手人材の受入体制の現実的対策を再考する機会となれば幸いです。

貴重な若手人材を失う前に
　～若手社員の受入体制は、このままで良いのか～
株式会社ドラゴン・ラボラトリーズ　代表取締役社長　堀口卓志氏

日時 ： 2017年11月14日（火）　14:00～18:00
場所 ： パソナグループ本部ビルJOB HUB SQUARE（日本ビルヂング）12FホールA
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〒100-8228 東京都千代田区大手町2-6-2



会員登録とセミナー参加を希望される方は、全項目にご記入ください。
会員の方は「氏名」「会社名」「セミナーお申込みについて」のみご記入ください。
会員企業の方で、今回のセミナーのみ参加される場合は、「氏名」「会社名」「部署名」「役職名」「E-mail」「セミナーお申込みについて」に
ご記入ください。

入会申請書（兼）セミナー参加申込書

セミナー申し込みについて

※入会・セミナー参加をご希望の方は上記項目にご記入の上、郵送またはFAXでお送りください。必要事項をメールでお送りいただいても結構です。
※会員資格のある方は、人事担当の取締役、執行役員、人事部長層、人事課長層、ダイバーシティ推進部門の責任者・スタッフの皆様です。
※入会の可否は申請頂いた内容を審査した上で、事務局よりご連絡させて頂きます。
※ご記入頂きました個人情報については、会員様へご提供するサービス以外の目的では利用致しません。

上場 非上場

 

□建設業   □製造業   □ 電気・ガス・熱供給・水道業   □情報通信業   □運輸業、郵便業  □卸売業  
□小売業   □金融業、保険業   □不動産業、物品賃貸業   □学術研究、専門・技術サービス業   □宿泊業
□飲食サービス業   □生活関連サービス業、娯楽業   □教育、学習支援業   □医療、福祉
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

□人事の取締役　□人事の執行役員　□人事部長　□人事と他部署を兼務・担当する部長（総務人事部長・管理
部長・業務部長等）　□人事部門の部付部長・統括部長・担当部長（直属上司が人事部長である方）
□人事部門の課長・担当・マネージャー（直属上司が人事部長である方）　□人事部門の一般スタッフ
□ダイバーシティ推進部門の責任者　□ダイバーシティ推進部門のスタッフ
□その他（　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

氏名
フリガナ 生年月日 性別

年　　月　　日

会社名

上場 / 非上場

従業員数

業種

部署名

役職区分

E-mail

会社FAX

会社TEL

会社住所

役職名

□単体　　□連結
□単体　　□連結

名
名

1）正社員数
2）総従業員数

〒100-6514
東京都千代田区丸の内1-5-1   新丸の内ビルディング14F
株式会社パソナ　パソナキャリアカンパニー内
日本CHO協会　事務局　石口

Tel：03-6256-0284
Fax：03-6225-5101
E-mail：cho@pasonacareer.biz
URL：http://www.j-cho.jp/index.html

男 ・ 女

参加する　　　　 参加しない2017年11月14日（火） 人事実践セミナーに参加されますか？

FAXでのお申し込みは、 03-6225-5101へ ※番号のおかけ間違いにご注意ください。
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